
商品市況展望 平成 24 年 4 月 22 日記 

 

 今朝の新聞には、IMF が欧州危機封じのために 4300 億ドル強（約 35 兆円）の資本増強をするこ

とで合意したとの記事が。欧州金融市場はひとまず落ち着きを見せるだろうが、G20 間の相互不信は

根深く、相変わらず不安を抱えているとも見られているようだ。 

 

 さて来週の国内市場は、週末から始まる GW 前の市場となるわけだが、相場に影響を与えそうな政

治・経済指標などの発表は目白押しだ。 

 

米国での経済指標は 24 日は米新築販売件数、米消費者景気信頼感指数の発表があり、何よりも

FOMC が始まる。翌 25 日は米耐久材受注があり、FOMC は 2 日目で議会証言もあるはず。経済指

標の内容よりも、果たしてバーナンキが QE3 を示唆するような発言をするかどうかに注目だ。 

さらに 26 日は失業保険申請件数、27 日は GDP の発表と続く。 

 

 国内でも 27 日は日銀金融政策会合があり、前回の会合の結果から考えると、何らかの金融緩和策

を出してきそうな感じである。 

 

 欧州では、本日 22 日にフランス大統領選の第１回投票が行われ、東京市場が連休中の 5 月 3 日に

は欧州中央銀行理事会である。 

 

 なお国内市場は、来週 1 週間は通常通りであるわけだが、30 日（月）は振替休日で 5 月 1 日は外

電 2 日分、2 日は平常通りで 3 日からは 4 連休。 

 GW 明けの 5 月 7 日には、3 日分の外電が影響を与えるわけである。最近の相場は、例えば金でも

日に 50 ドル動くことも多いわけで、50 ドルが 3 日動いたら 150 ドルだ。そんなリスクには耐えられ

るわけもあるまい。 

 

 相場というものは、ピンチはチャンスであり、動くのは何かに期待があった時（出たら終い、材料

織り込み済み）、何かに失望した時（投げ踏みはこれで出る）なわけである。それは事実だ。 

 しかし今の相場システムは、ストップ高・ストップ安で一定の価格で上げ下げが止まるわけではな

く、CB 制度で証拠金の何倍でもいっぺんに動くというシステムである。とてもじゃないが、発注で

きない間に何かあったら困るわけで、ポジションは消しておいたほうが良いわけだ。 

 

 

 



〔貴金属〕 

今週の金の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

4 月 16 日 \4,268 -92 \4,277 -93 

4 月 17 日 \4,264 -4 \4,271 -6 

4 月 18 日 \4,327 63 \4,335 64 

4 月 19 日 \4,298 -29 \4,308 -27 

4 月 20 日 \4,318 20 \4,327 19 

 

金相場は、先週号においては『現状ではまだ戻りの勢いは弱そう。金融緩和がないならば、突っ込

みは買いでも 4,400円台は戻りの限界で、売りであろうと見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けには後場からの円高進行もあって急落。4/18には 4,250円の安値まで出

て、その後はまた 4,300円台に戻しての動きとなった。 

○東京金日足 

…削除済み… 

直近の高値 4,560 円（3/28）→4,250 円（4/18）までの下げ幅は 310 円となった。先週の安値をわ

ずかにまた更新したわけだ。ただし基本的にはまだ、3,300円を挟んだもみ合いといったところ。 

 

チャートでは 3/7の 4,331円をブレイクしたところで｢もみ合い下放れ｣であるわけだが、そこから

は突っ込めば買われるし、買われればまた下がるし…という状況になっているわけだ。…中略… 

 

 一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \3,970 4 月 26 日 \4,751 9 月 7 日 \3,807 
12 月 30

日 
\4,318 

2012 年 6 月 \3,909 6 月 28 日 \4,754 9 月 7 日 \3,810 
12 月 30

日 
\4,320 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 
12 月 30

日 
\4,319 

2012 年 10 月 \4,229 
10 月 27

日 
\4,652 2月 27日 \3,808 

12 月 30

日 
\4,323 

2012 年 12 月 \4,037 
12 月 26

日 
\4,654 2月 27日 \3,808 

12 月 30

日 
\4,325 

2012 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2月 27日 \4,250 4 月 18 日 \4,327 

  

○NY金日足（4/19現在） 

…削除済み… 

週末 4/20 の NY 市場は、前日比 1.4 ドル高の 1642.8 ドル。国内換算では 15 時半比 12 円安と小動

きである。 

 

NY市場のチャートは、…中略… 

 

なお先週発表された貴金属調査会社 GFMS の見通しは、『今年の価格予想レンジは 1530～1920 ド

ルで、平均価格は 1731 ドル』、『今年後半から 2013 年前半にかけては、根強い欧州債務危機に対す



る懸念や米国の追加金融緩和見通しを背景に 2000 ドルを超える可能性がある』、『ただし、2000 ル超

えは短期間に終わる公算』との見方を示した。 

これを信じるならば、現状価格からは下値が最大 100 ドル程度、上値は 400 ドル程度という事にな

るが…さて？ 

 

CFTC 発表の 4/17現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

4/20 現在の ETF残高は…中略… 

 

結論として当方の相場観は、材料次第ではあるが、目先底は確認したのではないかと見方である。

4,200円台は買い場であり、これから戻り相場に入ってゆくと考える。 

 

 

今週のプラチナの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

4 月 16 日 \4,056 -97 \4,096 -95 

4 月 17 日 \4,040 -16 \4,079 -17 

4 月 18 日 \4,139 99 \4,198 119 

4 月 19 日 \4,133 -6 \4,176 -22 

4 月 20 日 \4,141 8 \4,183 7 

プラチナ相場は、先週号においては『中国の景気減速、欧州債務問題の再燃などから下げている株

式市場を考えると、プラチナ相場の頭は金以上に重いと判断せざるを得ない。戻り売りであろう』と

コメントした。 

今週の相場展開は、週明けから急落した相場が 4,073円（4/17）まで下落するものの、18日には急

反騰。4,200円近くまでは戻した。 

○東京プラチナ日足 

…削除済み… 

直近の高値 4,499円（3/28）→4,073円（4/17）までの下げ幅は 426円。金と同様の日柄であるが、

値幅は金の 310円よりも大きく、株安の影響が大きかったことをうかがわせる動きだ。 

 

チャートでは…中略… 

 

現状の価格帯からは、もしも下に向かうのなら 3,800円程度までなら下げてもおかしくはなかろう

し、逆に反騰するなら今が底で、再び 4,500円まで戻すのもありだろう。今後の市場ムード次第だな。 



 

一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 
      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \4,826 4 月 26 日 \4,921 5 月 6 日 \3,363 
12 月 30

日 
\4,141 

2012 年 6 月 \4,445 6 月 28 日 \4,770 8月 23日 \3,370 
12 月 30

日 
\4,149 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 
12 月 30

日 
\4,163 

2012 年 10 月 \3,918 
10 月 27

日 
\4,570 3月 14日 \3,375 

12 月 30

日 
\4,165 

2012 年 12 月 \3,605 
12 月 26

日 
\4,582 3月 14日 \3,376 

12 月 30

日 
\4,174 

2012 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3月 14日 \4,073 4 月 17 日 \4,183 

 

〇白金－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、4,183円（プラチナ）－4,327円（金）＝－144円。 

 

4/18 に－195円まで逆ザヤが進み、その後は小反発。ちょっと今は仕掛けられるようなチャートに

はなっていないか。 

 

結論として当方の相場観は、4,300 円と来れば底打ちムードがかなり広がるだろうが、現状では若

干下向きの相場であり、どっちに向いてもおかしくないといったところ。もしも 3,800円台まで下が

るのなら、そこは確実に拾ってみたい。 

 

 

 



〔穀物〕 

今週のコーンの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

4 月 16 日 \25,780 -430 \23,020   

4 月 17 日 \25,550 -230 \22,890 -130 

4 月 18 日 \25,740 190 \23,230 340 

4 月 19 日 \25,650 -90 \23,280 50 

4 月 20 日 \25,850 260 \23,400 120 

まずはコーンから… 

先週号においては『よほどの天候異変がない限り、相場は 3月天井を打っていると考えた方が良い

だろう。戻り売り方針の継続で、昨年秋の安値を狙いたい』とコメントした。 

今週の相場展開は、4/17には 22,760円まで下落。23,000円台を大きく割り込んだわけだが、その

後はまた反発して 23,000円台半ばには戻した。 

○ 東京コーン日足 

…削除済み… 

25,180 円（3/19）→22,760 円（4/17）までの下げ幅は 2,420 円。今週は 5 月限が発会し、そこま

での下落となったわけだ。 

 

ともかく今年のコーンのファンダメンタルズは、作付面積が 75 年ぶりの高水準となるなど良くな

いわけで、25,000円で天井を打っているというのが当方の見方だ。 

だが穀物の生産高というのは…中略… 

 

そういう天候プレミアムを騒げば、一時的に相場が上昇するのは自明の理。 

25,000円を天井として、最期は 2万円位まで下がるんじゃないの？とは考えているが、ファンドと

いうものはたったの 5,000円幅では満足するはずも無いわけで（昨年の秋の暴落は 8,000円の下げだ）、

5,000 円幅の中で上下 3,000 円程度を何度も乱高下させた方がおいしい。そういう動きを目論むだろ

う。 

 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \28,180 6 月 16 日 \28,560 8月 30日 \22,110 
12 月 15

日 
\25,850 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \28,550 9月 13日 \21,930 
11 月 28

日 
\25,410 

2012 年 11 月 \24,400 
10 月 17

日 
\25,060 3月 19日 \21,110 1 月 1 日 \23,180 

2013 年 1 月 \21,790 
12 月 16

日 
\24,890 3月 19日 \21,650 

12 月 16

日 
\22,980 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \25,180 3月 19日 \22,370 4 月 17 日 \23,290 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \23,530 4月 20日 \22,760 4 月 17 日 \23,400 

 



○シカゴコーン日足（4/19現在） 

…削除済み… 

週末 4/20のシカゴ市場は、前日比 8.50 セント安の 612.50セント。国内換算では 340円安である。 

 

 チャートでは直近の高値 666 セント（4/3）→599.50 セント（4/18）まで下げた後、6 ドル台に戻

したところである。 

…中略… 

 

なお CFTC発表の 4/17現在のファンドのポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、戻り売り相場に変化はないものの、目先は 23,000 円割れで底を見た

だろう。ちゃんと戻したところをまた売るべきだろう。 

 

 

今週の大豆の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

4 月 16 日 \42,700 -320 \44,410   

4 月 17 日 \42,500 -200 \43,930 -480 

4 月 18 日 \42,850 350 \44,570 640 

4 月 19 日 \42,650 -200 \44,170 -400 

4 月 20 日 \42,600 -50 \44,520 350 

続いて一般大豆です… 

先週号においては『4/9で天井を打っている可能性も視野に入れ、この辺で打診売りをしてみたい。

幾らファンダメンタルズが強くても、天井を打つ時は打つのが相場ゆえに…』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けに発会した 4 月限は 45,350 円でスタートした後に大きく値を消し、

43,710円（4/17）まで下落。しかしそこからは反騰し、44,000円台半ばでの終了である。 

○ 東京大豆日足 

…削除済み… 

コーンと違って強材料が多い大豆だが、46,680円（4/9）→43,710円（4/17）までの下げ幅は 2,970

円。 

 

当方としては、46,680円はコーンから 20日遅れの天井だと考えているわけで、45,000円台は売っ

てみたいところ。…中略… 

 



なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \49,820 6 月 16 日 \49,910 9 月 5 日 \33,600 
12 月 16

日 
\42,600 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \50,110 9 月 5 日 \35,610 
12 月 15

日 
\42,170 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \45,340 4 月 9 日 \36,410 
12 月 15

日 
\43,660 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \45,750 4 月 9 日 \36,830 
12 月 16

日 
\43,940 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \46,680 4 月 9 日 \41,050 2 月 16 日 \44,420 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \45,420 4月 16日 \43,710 4 月 17 日 \44,520 

 

○シカゴ大豆日足（4/19現在） 

…削除済み… 

週末 4/20 のシカゴ市場は、前日比 31.00 セント高の 1446.75 セント。国内換算では 760 円高の急

騰で、コーンとは真逆の動き。 

これはブラジルが輸出制限に踏み切るのでは？という噂が出て、一気に供給不安が台頭したためだ。 

 

シカゴの直近の高値は 1452 セント（4/10）であるわけだが、15 ドル説もささやかれる中での急騰

であるが、実際はまだその高値も突破していないわけで、どうなるかはわからん。 

抜いたら東京市場の売りポジションも一時クローズする必要もあるかもしれないが、狙いはどこか

で売りだとは考える。どうせ禁輸など、現実的じゃないだろうから。 

 

CFTC 発表の 4/17現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、4/9 の高値で天井を打っているとの見方である。新高値更新なら一時

的に撤退もやむなしだが、戻り売り方針である。 

 

 

 



〔コメ〕 

今週のコメの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

4 月 16 日 \15,970 230 \14,900 -40 

4 月 17 日 \15,940 -30 \14,980 80 

4 月 18 日 \15,800 -140 \14,790 -190 

4 月 19 日 \15,900 100 \14,990 200 

4 月 20 日 \15,900 0 \15,120 130 

 

〇東京コメ日足 

…削除済み… 

 4 月きり納会の受け渡し銘柄は、全量、福島会津産コシヒカリとなった。受け渡し枚数は 9 枚で、

倉庫は東京地区。納会値は 15,900円だから、格差はプラス 600円で 16,500円が受け渡し価格だ。 

 16,500 円×200（12 トン分）×1.05（消費税）＝346 万 5000 円が受け渡し 1 枚の受け代金である。

もちろん実際の買値＝納会値ではないだろうが。 

 

20日に納会したが、…中略… 

 

東京コメ一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \14,330 
10 月 21

日 
\15,980 4月 17日 \13,380 1 月 11 日 \15,900 

2012 年 5 月 \14,700 
11 月 21

日 
\15,850 4月 20日 \13,440 1 月 11 日 \15,760 

2012 年 6 月 \14,170 
12 月 21

日 
\15,860 4月 17日 \13,480 1 月 11 日 \15,750 

2012 年 7 月 \14,240 1 月 23 日 \15,760 4月 20日 \13,820 1 月 26 日 \15,700 

2012 年 8 月 \14,200 2 月 21 日 \15,480 4月 20日 \14,090 4 月 2 日 \15,470 

2012 年 9 月 \14,200 3 月 21 日 \15,230 4月 20日 \13,990 4 月 2 日 \15,120 

 さて今週も全限一代高値の更新だが、週明けに出る 10月きりは新米、古米の混在限月である。 

 新米＝24年産のコメと古米＝23年産の格差は 1000円あるので、新米価格を付けに行くならば 9月

限＋1000円が理論値だ。そこまでは買われないだろうが、上ザヤ発会するだろう。 

 

 

 



〔ゴム〕 

今週のゴムの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

4 月 16 日 291.9 -3.2 306.0 -3.4 

4 月 17 日 286.9 -5.0 302.7 -3.3 

4 月 18 日 294.7 7.8 311.9 9.2 

4 月 19 日 290.0 -4.7 309.0 -2.9 

4 月 20 日 288.6 -1.4 307.5 -1.5 

先週号においては『320 円を一気に割り込んだため、今度はそれがレンジの上限になりそう。下値

は 300円割れまでは覚悟しておく必要がありそうだ』とコメントした。 

今週の相場展開は、4/17 には 301.8 円まで下落。翌 18 日は急反騰して 310 円台まで戻して 300 円

割れは回避されたが、週末に掛けても不安定な動きで終了である。 

○東京ゴム日足 

…削除済み… 

直近の高値 343.6円（3/14）→301.8円（4/17）までの下げ幅は 41.8円。 

 

チャートではネックラインの 320.4 円（3/7）を割り込んで三尊天井を形成したわけで、そこから

下放れした相場が 20円ほど下げた事になる。 

ちょうど倍返し程度の下げを演じたのだから、この辺で止まってもおかしくはないし、もう一段安

で 280円程度までの下げでもおかしくないし…というところだ。 

 

タイの市場介入は、未だ積極的に行われている気配はない。生産もまだ増加していないため、今後

タイ政府がどうするのかは不透明。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 292.5 
10 月 26

日 
330.6 2月 27日 248.6  

11 月 11

日 
288.6  

2012 年 5 月 266.0 
11 月 25

日 
335.0 2月 27日 256.9  1 月 5 日 292.3  

2012 年 6 月 279.6 
12 月 22

日 
339.5 2月 27日 258.7  1 月 5 日 297.0  

2012 年 7 月 324.0 1 月 26 日 342.0 2月 27日 296.8  4 月 17 日 301.9  

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2月 27日 299.7  4 月 17 日 305.0  

2012 年 9 月 341.2 3 月 27 日 341.9 3月 27日 301.8  4 月 17 日 307.5  

 

当先のサヤは、4月限 288.6円～9月限 307.5円と 18.9 円の順ザヤ。順ザヤ幅は拡大である。 

  

週末現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は、4/10現在で 363トン減の 14,237トン。2旬ぶりの減少である。 

 

上海ゴム在庫は、…中略… 

 



上海ゴム価格は、4/16まで下落していたが、18日に急騰で東京市場と同じ動きだ。 

 

チャートではネックラインの 320円が上値抵抗線に変わっているので、戻してもそれが壁になるだ

ろう。ただし中国の金融緩和など、300 円割れを寸前に楽観材料も出たわけで、底値も確認したのか

もしれない。 

 

 結論として当方の相場観は、305 円～315 程度での動きを予想する。上に抜けるには、世界経済に

対する見方がもっと楽観的になる必要があるだろうし、下に抜けるにはタイの介入が全く見られない

という事態にならないと難しいだろう。よって逆張り継続である。 

 

 

 



〔石油製品〕 

今週の原油の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

4 月 16 日 \60,570 -330 \57,860 -850 

4 月 17 日 \59,920 -650 \57,150 -710 

4 月 18 日 \60,350 430 \58,380 1230 

4 月 19 日 \60,320 -30 \58,230 -150 

4 月 20 日 \60,280 -40 \58,270 40 

まずは原油から… 

先週号においては『大勢は買いでも、新たな買い材料が出るまでは戻り売りであろう』とコメント

した。 

今週の相場展開は、NY原油は 100ドル台前半でのもみ合いが継続。今週末も 103ドル台での終了だ。 

 

東京原油は、円高傾向もあって続落し、57,060円（4/17）まで下落。その後は円高も一服したため、

さすがにそこからは 58,000円台へと戻してきた。 

 

○ NY原油日足（4/19現在） 

…削除済み… 

週末 4/20 の NY 市場は、前日比 0.78 ドル高の 103.05 ドル。国内換算では 15 時半比 270 円高であ

る。 

 

相場は 110.55ドル（3/1）を記録した後、ずっと 100ドル台での横ばいとなっている。 

ゴールドマン・サックスがぶち上げた｢ブレントで夏場には 140ドル目標｣と言うのが生きているの

かどうか判らぬが、下げもせず上げもせずの高原相場が続いているわけだ。 

 

高すぎる原油は経済に悪影響が出るからと、サウジなどは増産中。米国の原油在庫も十分にあるわ

けだ。 

だがイラン情勢は完全に解決したわけじゃないし、何よりも今の原油市場というのは金融市場に完

全に組み込まれているわけで、暴落したら暴落したで株価も急落するなど完全にリンクしており、信

用不安という悪影響が出かねない。 

 

よって結局は、何らかの材料が出るまではこの辺が居心地が良いのだろう。…中略… 

 

なお週末のロンドンブレントは 118ドル台、ドバイ原油は 115ドル台である。NY原油とのサヤは若

干詰まった。 

 

4/17 現在のファンドのポジションは、…中略… 

    

○東京原油日足 

…削除済み… 

63,550 円（3/15）→57,060 円（4/17）までの下げ幅は 6,490 円である。ネックラインを下抜けて

下げた相場であり、一目均衡表の雲の中に完全に入っている。 

 



トレンドはまだ下向きではあるが、金融緩和が現実になれば、そろそろ底を打って急反騰しだして

もおかしくない水準だ。そういう意味では、これから GW前後までの動きは重要だろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \50,630 11 月 1 日 \65,020 3月 15日 \48,130 
12 月 19

日 
\60,280 

2012 年 5 月 \51,720 12 月 1 日 \64,380 3月 15日 \47,910 
12 月 19

日 
\59,170 

2012 年 6 月 \51,590 1 月 4 日 \64,020 3月 15日 \51,100 1 月 4 日 \58,800 

2012 年 7 月 \51,290 2 月 1 日 \63,810 3月 15日 \51,040 2 月 3 日 \58,680 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \63,550 3月 15日 \57,290 4 月 17 日 \58,450 

2012 年 9 月 \60,800 4 月 2 日 \61,900 4 月 4 日 \57,060 4 月 17 日 \58,270 

  

結論として当方の相場観は、まだトレンドは下向きだが、金融政策によってはそろそろ顎を刺され

るような急反騰が起きてもおかしくないだろう。ここからは再度買い狙いである。 

 

 

今週のガソリンの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

4 月 16 日 \73,550 -1230 \70,500 -1090 

4 月 17 日 \72,590 -960 \69,670 -830 

4 月 18 日 \73,610 1020 \70,910 1240 

4 月 19 日 \73,040 -570 \70,530 -380 

4 月 20 日 \72,310 -730 \70,560 30 

続いてガソリンです…先週号においては『高値買い玉の投げから大きく下がった相場だが、需給は

タイトである。原油価格が下げ止まれば、一気に切り返す可能性は高いだろう。突っ込み買い狙いで

ある』とコメントした。 

今週の相場展開は、更に値を消した相場が 69,420 円（4/17）と 7 万円割れを記録。さすがにそこ

から戻した相場は、70,500円台で週を終えた。 

○東京ガソリン日足 

…削除済み… 

三尊天井型の相場は 77,810円（3/15）→69,420 円（4/17）まで 8,390 円の下げとなった。 

 

先線週号からでコメントしているが、｢いずれはまた 8 万円台に向けて上がってゆく相場であろう

が、相対力指数の推移から考えても、目先は一度天井を打っているのだろう。高値で買い付いた買い

方は、一度投げさせられる下げが来てもおかしくはない｣という見方に変わりはない。 

その下げは 8,000 円も超えたのだから、もうぼちぼちだろう。7 万円割れは買い玉の仕込み場だと

考えるし、慎重に見る向きはトレンド変化の初期で仕掛けるべきだろう。 

今のところは、まだトレンドは下向き。だが原油が、そんなに下がるとは思えないしね。 

 



 一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 5 月 \62,380 
10 月 26

日 
\80,750 3月 15日 \59,350 

11 月 22

日 
\72,310 

2012 年 6 月 \61,020 
11 月 28

日 
\80,590 3月 15日 \60,510 

12 月 19

日 
\72,420 

2012 年 7 月 \61,750 
12 月 26

日 
\79,810 3月 15日 \62,500 

12 月 30

日 
\72,470 

2012 年 8 月 \66,800 1 月 26 日 \78,910 3月 15日 \64,920 2 月 3 日 \72,100 

2012 年 9 月 \75,030 2 月 27 日 \77,810 3月 15日 \70,430 4 月 17 日 \71,520 

2012 年 10 月 \74,980 3 月 26 日 \75,430 3月 28日 \69,420 4 月 17 日 \70,560 

  

4/20 現在の業者間転売価格は、…中略… 

  

4/17 現在のガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、7 万円割れで最後の投げも出たのではあるまいか。ここからは買い狙

いであり、どこかで売り方の顎を刺されるような上げが到来するものと考える。 

 

 

今週の灯油の値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

4 月 16 日 \68,710 -480 \70,160 -760 

4 月 17 日 \68,040 -670 \69,400 -760 

4 月 18 日 \69,140 1100 \70,520 1120 

4 月 19 日 \68,600 -540 \70,200 -320 

4 月 20 日 \68,400 -200 \70,360 160 

最後に灯油です…先週号においては『ジェット燃料の在庫は異例の低水準である。それが灯油相場

の支えになると思われるため、原油売り・灯油買いのスプレッドも一考の価値があるだろう』とコメ

ントした。 

今週の相場展開は、一段安した相場が 69,180 円（4/17）まで下落。さすがにそこからは反騰し、

70,000円台に戻しての終了である。 

○東京灯油日足 

…削除済み… 

3/15 の高値 75,730 円→69,180円（4/17）までの下げ幅は 6,550円。ネックラインを割り込んだ相

場は、一目均衡表の雲の中に突入した。だが下放れしたというところまではなっていない情勢だ。 

 

今の灯油は売りで取る相場ではない…という考えには変化ない。来週戻りきれなければ、GW前に更

なる投げが出る可能性も皆無ではないが、ぼちぼち円高も止まりそうだし、金融緩和策も出てくるの

ではあるまいか。 

 



 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 5 月 \61,740 
10 月 26

日 
\74,050 3月 15日 \59,010 

12 月 19

日 
\68,400 

2012 年 6 月 \62,400 
11 月 28

日 
\74,200 3月 15日 \58,700 

12 月 19

日 
\68,570 

2012 年 7 月 \61,750 
12 月 26

日 
\74,500 3月 15日 \50,660 

12 月 30

日 
\68,650 

2012 年 8 月 \63,840 1 月 26 日 \75,130 3月 15日 \61,870 2 月 3 日 \69,010 

2012 年 9 月 \73,400 2 月 27 日 \75,730 3月 15日 \68,380 4 月 17 日 \69,540 

2012 年 10 月 \74,590 3 月 26 日 \75,370 3月 28日 \69,180 4 月 17 日 \70,360 

  

4/20 現在の業者間転売価格は、…中略… 

 

4/14 現在の灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、7 万円割れは底でもおかしくないだろう。この安値は買い場と考え、

買い拾い始めても良いものと考える。 



〔為替〕 

○ ドル/円相場日足 

…削除済み… 

84.17 円（3/15）→80.29 円（4/16）まで 4 円近く円高が進んだわけだが、今週は 81 円台半ばまで

円安に戻した。 

そうそう簡単に 80 円割れの円高はないのでは？ 注目は来週末の日銀金融政策決定会合だな。 

 

それにしても、商品相場の天底の日柄と全く同じだ。卵が先か、鶏が先かは判らんが、今の商品相

場は為替相場である。 

 

○ ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

ドル/円と天井の日柄はちょっとずれているが、概ね同じ格好だ。4/16 以降、ちょっと円安に戻り

だしているので、商品相場も戻したと言える。 

 

○ ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

4 月に入ってからは完全に横ばいで、さてどっちに向かうのかというところ。当たり前だが、ドル

安に向かえば米国市場での商品相場は上がるわけだ。 

 

国内商品市場で買いスパイラルとなる時は、弱い順に円、ドル、ユーロとなれば急騰だ。逆に売り

スパイラルの時は、弱い順にユーロ、ドル、円になっている時だ。 

あえて強い順と言わないのは、どうせ通貨は全部弱いわけだから…（笑） 

 

このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

ひげの中ちゃん相場情報 

中田幸一郎 

メールアドレス info@higenaka.com 


